
研修プログラムの名称 
⼩児科・思春期科研修プログラム 
研修概要（理念・特徴） 
 チーム医療の⼀員として特殊疾患を含めた研修と⼀般外来における⼩児期・思春期の基礎知識の確⽴を⽬指
した研修の両者を有機的に⾏えるよう配慮し、成⻑・発達段階にある特異性を理解し最低限の⼩児期・思春期
の患者の医療を、⾃信を持って⾏えるようにする。 
到達⽬標 
 将来の専⾨性にかかわらず、⼩児科の⽇常診療でよく遭遇する症状や疾患に適切に対応できるよう､プライ
マリ・ケアの基本的な診療能⼒(態度､技能､知識) を⾝につける｡ 
 新⽣児と⼩児医療の地域的な役割を理解する｡ 

 特定の医療現場の経験…救急医療の場において、バイタルサイン・重症度および緊急度の把握・ショッ
クの診断と治療・⼆次救命処置（ACLS=Advanced Cardiovascular Life Support、呼吸・循環管理を含
む）ができる 

評価 
1) 研修医⾃⼰評価 

患者記録表、教育的⾏事の参加記録並びに経験記録表に記録する 
PG-EPOC を⽤いて⾃⼰評価を⾏う 
研修事後レポートを⽤いて⾃⼰評価を⾏う 

2) 指導医による評価 
PG-EPOC を⽤いて評価する 
研修事後レポートより評価する 

3) コメディカルによる評価 
PG-EPOC または評価表を⽤いて評価する 
他者評価表を⽤いて評価する 

4) 研修医による評価 
PG-EPOC を⽤いて指導医（上級医）、診療科･病棟、研修医療機関、プログラムを評価する 

 
研修中に作成する病歴要約 
（太字下線の症例は必ず作成、太字の症例は可能なかぎり作成、他の症例も診察したら作成する） 

経験すべき症候 
発疹、⻩疸、発熱、頭痛、けいれん発作、呼吸困難、下⾎・⾎便、嘔気・嘔吐、腹痛、 
便通異常(下痢・便秘)、関節痛、運動⿇痺・筋⼒低下、成⻑・発達の障害 

経験すべき疾病・病態 
肺炎、急性上気道炎、気管⽀喘息、急性胃腸炎、消化器性潰瘍、肝炎・肝硬変、腎盂腎炎 

  



施設名 
東京医科⼤学病院 
指導体制・⽅略 

指導者 
 指導責任者およびオリエンテーション：⼭﨑 崇志 准教授 
 各チームの責任者およびチームメンバーが具体的な指導を⾏う 

評価法 
 毎週の教授回診における発表と指導医による評価 
 PG-EPOC による評価 

研修医は病棟の各チームに 1〜2 ⼈ずつ、4〜8 週間研修を⾏う。 
当直は 2〜4 回／⽉。翌⽇は午前より勤務をはずれる。 
①病棟研修…下記の項⽬を施⾏（⾒学）することとする 

１）静脈ライン確保・静脈注射・採⾎・腰椎穿刺 ２）問診 ３）診察  
４）検査（超⾳波・脳波・⾻髄穿刺・内視鏡の⾒学・腎⽣検や肝⽣検の⾒学など）  
５）全体カンファランス・チームカンファランス（検査⽅針・治療⽅針の話し合いに参加） 

②外来研修…9:00 に病院 3 階の⼩児科外来に集合 
外来陪席ならびにミニレクチャーにて⼩児の外来診療の技術を学ぶ 
処置番の指導のもとで外来処置を学ぶ 

週間予定表  
⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ 

午前 8:30〜 
朝ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑ回診 
9:00〜 
外来(処置) or 
病棟診療 

8:30〜 
朝ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑ回診 
10:00〜 
教授回診  

8:30〜 
朝ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑ回診 
9:00〜 
外来(処置) or 
病棟診療 

8:30〜 
朝ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑ回診 
9:00〜 
外来(処置) or 
病棟診療 

8:30〜 
朝ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑ回診 
9:00〜 
外来(処置) or 
病棟診療 

8:30〜 
朝ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 
ﾁｰﾑ回診 
9:00〜 
外来(処置) or 
病棟診療 

午後 13:00〜 
専⾨外来 
or 病棟診療 
16:00〜 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

13:00〜 
専⾨外来 
or 病棟診療 
16:00〜 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

13:00〜 
専⾨外来 
or 病棟診療 
16:00〜 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

13:00〜 
専⾨外来 
or 病棟診療 
16:00〜 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

13:00〜 
専⾨外来 
or 病棟診療 
16:00〜 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

12:00〜 
ﾁｰﾑｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

夜間 
 

16:30〜 
医局会 

    

 

 
研修活動 
症例検討会での発表や学会・研究会などでの発表は指導医と相談しながら⾏うかどうかを決めていく 
その他特記事項 
毎週受け持ち患者を⼀⼈決め、毎⽇診療記録を付け、その症例のプレゼンテーションを教授回診で⾏うように
する 
当直業務を上級医の指導のもとで経験し、その際の⼊院症例等を翌⽇の朝カンファランスでプレゼンテーショ
ンする 

 
  



施設名 
厚⽣中央病院 
指導体制・⽅略 
⼩児科専⾨医とともに丁寧な診察を⼼がけ、また⾊々な相談も受ける。 
総合病院の特性を活かした、様々な検査等を提案する。 
⼤学病院等の専⾨医療機関との連携を密にとる。 
定期接種はもちろん、インフルエンザ・おたふくかぜ・Ａ型肝炎等の任意接種や、シナジスの接種も⾏う。 
週間予定表  

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ 
午前 9:00 

外来または病
棟 

9:00 
外来または病
棟 

9:00 
外来または病
棟 

9:00 
外来または病
棟 

9:00 
外来または病
棟 

9:00 
外来または病
棟 

午後 13:00〜17:00 
外来または病
棟 
 

13:00〜17:00 
外来または病
棟 
 

13:00〜17:00 
外来または病
棟 
 

13:00〜17:00 
外来または病
棟 
 

13:00〜17:00 
外来または病
棟 
 

 

夜間       
 

研修活動 
１）点滴、静脈注射、採⾎ ２）問診 ３）診療 ４）予防接種のスケジュール管理、接種 
５）スライド作成 ６）発達検査 

 
  


